
 

 

 

 

 【今年度もよろしくお願いします。】 

特別支援教室（クローバー教室・おおぞら教室）です。今年度は３人の教員が指導を

行います。保護者の皆様や在籍学級担任、学年の先生、その他教職員と連携しながら

生徒の皆さんが１年間充実した学校生活が送れるよう全力でサポートしていきたいと

思います。一年間よろしくお願いいたします。 

 

【職員紹介】 

◆大塚 恵子（特別支援教室主任） 

今年度もクローバー教室・おおぞら教室を担当します。『クローバー・おおぞらだより』は

今まで、利用している生徒と保護者の皆様に向けてのお知らせをしてきました。ただ、利用

はできなくてもクラスで同じように困っている人はたくさんいるようです。そこで、今年度はク

ローバー教室・おおぞら教室で教えている対策などを、広く全員にお伝えしようと思います。ぜひご一読いた

だきまして、お役に立てることがあれば幸いです。一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

◆並木  聡（瑞穂第二中学校特別支援コーディネーター） 

      今年度もクローバー教室・おおぞら教室でみなさんと一緒に勉強していくことになりました並木です。 

      クローバーで学んだことが普段の学校生活や家での生活の中で生かされるよう、一緒に勉強していきたい

と思います。よろしくお願いします。 

 

◆関根 大樹 

昨年度に引き続き、クローバー教室・おおぞら教室で一緒に勉強していく関根です。 

クローバー教室で学んだことをいろいろなことに活用することができるように、一緒に 

頑張っていければと思います。一気に全部完璧にできるようになるより毎日少しずつ 

頑張って一歩ずつお互いに成長できればと思っています。 

◆宮野 孝子（瑞穂第二中学校特別支援教室専門員） 

今年度もクローバー教室の専門員として勤務することになりました宮野です。 

皆さんが前向きな気持ちでクローバー教室に通えるようお手伝いできたら、と思っています。 

一緒に授業に参加することもあると思います。よろしくお願いいたします。 
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【クローバー・おおぞらでの勉強】 

クローバー教室では生徒の皆さんがより良い学校生活や社会生活を送るためのスキル（技術）を学習していき

ます。 

毎日頑張っているけどうまくいかないと一人で悩んでいませんか？特に思春期は心身ともに急激に成長する時

です。自分自身の心と体の変化に一番戸惑っているのは「自分」かもしれません。自分一人で抱え込まず先生に

相談してみてください。一緒に改善策を考え、より充実した学校生活を送りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の皆さんへ】 

クローバー教室では「自立活動」の指導を行います。「自立活動」は①健康の保持②心理的な安定③人間関

係の形成④環境の把握⑤身体の動き⑥コミュニケーションといったことに関する学習です。この中でお子様の状

況に応じて必要なものをピックアップして行います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子様のことで心配なことや困り感があるときには、遠慮なく在籍学級担任や学年の教員、またはクローバー教

室担当教員にお知らせください。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

自分の気持ちを 
うまく伝えられない 話し合いが苦手 

周囲の人と 
トラブルがよく起きる 

集団の中にいると不安 

新しい変化や 
突然の予定変更が苦手 

板書が苦手 整理整頓が苦手 集中が続かな

こんなことで

悩んでいま

せんか？ 

②心理的な安定 
 

安心した気持ちで 
学校生活を 
送るための学習 

◆自立活動の指導とは◆ 
「自立活動の指導」とは、社会生活を送っていくうえで必要な要素や、学習上・生活上の困難

を改善したり克服したりするために必要な要素の中で代表的な 6区分の指導を表します。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

※生徒の実態によって指導の方法は変わります。 

➀健康の保持 
 
生活リズムや 
身の回りを自分で 
整えるための 
学習 

 

⑥コミュニケーション 
 
場や相手に合わせた 
コミュニケーションを 
とるための学習 

③人間関係の形成 
 

円滑な関係を築き、 
集団に参加する 
ための基盤 
となる学習 

⑤身体の動き 
 

日常生活に必要な 
基本動作を 
習得する 
ための学習 

④環境の把握 
 
視覚や聴覚などを 
うまく使いこなし、 
集中するための 
学習 


